
 
 

 

 

令和７年度 

第３回 木更津市文化財保護審議会 

                

審議期間 令和８年３月１３日（金）～ 

３月２３日（月）  

審議方法  書面審議 

                 

 

報告事項 

第１号  令和７年度木更津市文化財保護行政について 
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報告 第１号 令和７年度木更津市文化財保護行政について 

１ 文化財補助事業について（教育振興事業補助金） 

社会教育の振興を図るため、予算の範囲内において木更津市補助金等交付規則 

及び木更津市教育振興事業補助金交付要綱に基づき、補助金を交付した。 

・千葉県指定文化財須賀神社本殿保存会が実施する文化財保護事業 

（県指定有形文化財 建造物）「須賀神社本殿」 

《防災・保守点検》へ         15,000 円（総事業費 25,300円） 

・木更津ばやし保存会が実施する事業 

（県指定無形民俗文化財）「木更津ばやし」 

《会議・伝承育成・公開事業》へ    65,000 円（総事業費 102,864円） 

・中島区文化財保存会が実施する事業 

（国記録選択 無形民俗文化財）「木更津市中島の梵天立て」 

《会議・調査・保存・伝承育成事業》へ 40,000 円（総事業費 67,912円） 

 

２ 指定文化財所有者への支援について 

（１）自然災害等の被害調査（必要に応じて現地を確認） 

（２）指定文化財等への説明資料配布（所有者からの請求による対応） 

   （国登録文化財 建造物） ヤマニ綱島商店店舗 

   （市指定有形文化財 彫刻） 富士見厳島神社の社殿彫刻 

    

３ 指定文化財等の保護・活用について 

（１）木更津市指定文化財の指定について  

第２回文化財保護審議会において、「天正検地帳及び寛永八年検地帳（善場家文

書）」について、木更津市指定文化財への指定に向け、資料概要報告を行った。 

（２）指定文化財管理業務委託（金鈴塚古墳・貝渕木更津県史蹟） 

（３）木更津市指定文化財（第 23号）「八剱八幡神社の格天井装飾画」の文化財案内板

に、多国語対応の二次元コードを貼付した。 

 

和文・英文表記 

八剱八幡神社の格天井装飾画 
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八剱
やつるぎ

八幡
はちまん

神社
じんじゃ

の格
ごう

天 井
てんじょう

装飾画
そうしょくが

 
 

拝殿
はいでん

の格天井を飾る 162 面の装飾画は、狩野派
か の う は

の技法で、風景・花鳥
かちょう

・動物画

などが描
えが

かれています。拝殿のある社殿が江戸時代中期の安永
あんえい

2年（1773）に再

建されていることから、装飾画は 18世紀の作品と考えられています。 

 

 

Coffered Ceiling Paintings of Yatsurugi 

Hachiman-jinja Shrine 
 

The coffered ceiling of the worship hall is adorned with 162 

decorative paintings created in the Kano School style. These paintings 

depict landscapes, birds and flowers, and animals. Since the shrine 

buildings, including the worship hall, were reconstructed in 1773 (the 

2nd year of the An’ei era) during the mid-Edo period, the paintings 

are believed to date back to the 18th century. 

   

案内看板（二次元コードを貼付） 
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(４) 文化財保存処理業務委託 金属器保存処理 庚申塚 10 号墳出土銅釧ほか４点  

（５）文化課保管、管理の資料閲覧・写真撮影・貸出 

資料閲覧等 ３件（研究者） 

・鹿島塚古墳群４号墳出土土器・大山台古墳群 33 号墳出土土器・高千穂古

墳群４号墳出土土器・大山台遺跡 140号・581号住居出土土器・鹿島塚Ｂ遺

跡 77号住居出土資料 

・蓮華寺遺跡１号住居出土土器、マミヤク遺跡２５号住居・８９号住居出土

土器、 

・四留作第一古墳群４号墳出土玉類、野焼Ａ遺跡方形周溝墓出土玉類、野焼

Ｂ遺跡方形周溝墓出土玉類、永作遺跡方形周溝墓出土玉類、大畑台遺跡方形

周溝墓出土玉類、千束台遺跡方形区画墓出土玉類、塚原２６号墳出土玉類、

塚原３７号墳出土玉類、塚原３８号墳出土玉類、塚原５９号墳出土玉類、塚

原６１号墳出土玉類 

    刊行物等への掲載 ２件（公立調査機関・公立機関）  

・久野遺跡調査写真２点・笹子城調査写真５点 

・高部 30号墳墳丘・周溝遺物出土状況図１点、高部 32号墳墳丘・周溝遺物

出土状況図１点、高部 30号・32号出土遺物写真１点 

出土遺物の貸出 ２件（公立博物館） 

・上名主ヶ谷遺跡出土土器（県立房総風土記の丘資料館常設展示）、 

・大山台古墳群出土土器、同玉類（県立中央博物館常設展示） 

 

４ 千葉県金鈴塚古墳出土品国宝化推進事業について 

（１）小学生向け金鈴塚古墳周知用資料の配布（市内小学校の対象児童約 1,300部） 

イラスト・パンフレット（教えてきさポン! 金鈴塚のひみつ） 

普及用パンフレット（金鈴塚古墳 金のすず見つけた-古墳に副葬された宝物） 

普及用パンフレット用クリアファイル 

周知資料の使用状況についてのアンケート結果  

３年生担任  

・子供のために色々と考え、発行・発信して下さり、いつもありがと

うございます。 

・１月の校外学習の事前学習で活用しました。 

・今年度も、郷土博物館金のすずの見学後に、子ども達とパンフレッ
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トを見つつ、理解を深めることができました。 

 

６年生担任  

・授業で活用させていただきました。ありがとうございました。 

・古墳の学習をした際、身近にも古墳があることを理解させること

ができました。 

・古墳の内部の様子が分かりやすかったです。 

・身近にも古墳があることを知れ、学びが深まりました。 

・いつもありがとうございます。クリアファイルもあわせて活用さ 

せていただきました。 

 

５ 埋蔵文化財の発掘調査について 

（１） 発掘調査（２月末時点で 10件の調査を実施） 

№ 遺 跡 名 所在地 調査種別 調査面積 調査要因 遺 構 

1 高砂遺跡 高砂 確認調査 12.1 ㎡/571.07㎡ 集合住宅建設 なし 

2 井尻遺跡 井尻 確認調査 3.2㎡/331.60 ㎡ 個人住宅建設 なし 

3 井尻遺跡 井尻 確認調査 16.0 ㎡/931.48㎡ 個人住宅建設 溝１条（弥生時代中期） 

4 菅生遺跡 菅生 確認調査 5.0㎡/463.74 ㎡ 個人住宅建設 なし 

5 浜長須賀古墳群 朝日 確認調査 4.6㎡/233.72 ㎡ 個人住宅建設 なし 

6 本郷Ｂ遺跡 請西 確認調査 5.0㎡/1,577.00㎡ 個人住宅建設 なし 

7 本郷Ｂ遺跡 請西 確認調査 5.0㎡/437.00 ㎡ 個人住宅建設 なし 

8 代畑遺跡 
大稲旧 

大久保 
確認調査 4.8㎡/288.00 ㎡ 個人住宅建設 なし 

9 南久保宿遺跡 真里谷 確認調査 9.0㎡/969.84 ㎡ 施設建設 なし 

10 内屋敷遺跡 真里谷 確認調査 4.6㎡/404.00 ㎡ 個人住宅建設 なし 

令和７年度 発掘調査遺跡一覧  
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令和７年度 発掘調査遺跡位置図 

（２）文化課窓口での遺跡の有無に関する照会対応件数 

  照会件数は、本年２月末現在 754件（前年２月末 803件）で、昨年より 49件の減

少となっている。 

（３）公共事業、民間開発事業に伴う発掘調査（国庫補助事業を除く） 

令和７年１月から 12 月までに実施した確認調査の成果について掲載した調査報告

書（『木更津市文化財調査集報 30』）を年度末に刊行予定である。 

６ 土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財の整理作業（国庫補助事業）について 

令和６、７年度に整理作業を実施した、千束台遺跡群の千束台遺跡、塚原遺跡、

真武根陣屋跡について、調査報告書（『千束台遺跡群発掘調査報告書ⅩⅣ －千束台

遺跡Ⅳ・塚原遺跡Ⅳ・真武根陣屋跡Ⅱ－』）を年度末に刊行予定である。 

７ 市道中野畑沢線整備事業に伴う鶴ヶ岡遺跡の整理作業、報告ついて 

令和５年度と６年度に、桜井に所在する鶴ヶ岡遺跡（5年度 2,000 ㎡・6年度 2,000

㎡）の発掘調査を実施した。これにより、竪穴住居 67 軒（弥生後期 10・古墳前期

９・後期 37・奈良時代 10・平安時代１）が明らかになった。出土遺物は、各時代

の土器が主体で、さらに、石製紡錘車、ガラス小玉などが出土した。年度末に、両

年度の調査成果をまとめた調査報告書の刊行予定である。  


